
環境 ニーズ

社会
状況過去

現在の附属小

未来

附属小は
「たい」を育む教育

「らしさ」輝く
附属小へ

１ 笑顔があふれる学校
２ 心がつながる学校
３ 挑戦を楽しむ学校

目標：適切な自己選択・自己決定で、
よりよく「自己実現」できる
子どもの育成

１ 教員養成
２ 先進的研究
３ 地域貢献

□研究開発
・学力が向上する個別最適な学びの在り方
・適切に自己選択、自己決定するための学びの在り方
・学びが深まる対話とそれを支える学級づくり（特活）

R7.4.1 附属小
学校経営案ポンチ絵

自律・協働・創造を意識して



 

令和７年度 長崎大学教育学部附属小学校 学校経営グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育方針】  

公教育の本旨に則り、関係法規、長崎県教育方針並びに長崎大学教育方針に基づき、開校以来、本校が担ってきた「教員養成」「先

進的研究」「地域貢献」を重視しながら、予測困難な未来を自分らしく生きていくために、適切な自己選択・自己決定で、よりよく

「自己実現」できる子どもを育成する。  

そのために、北斗の子がかかわる全ての教育活動において、教職員・子ども・保護者の信頼関係を築くとともに、子どもの言動か

ら内面や背景を見取り、子どもが来たくなる安心・安全でワクワクする学校をつくる。そのうえで、自律、協働、創造を意識しなが

ら好奇心の種を育むことで、子ども同士が学び合い、納得を重ねる個別最適な教育の充実に努める。  

日本国憲法  

教育基本法  

学校関係諸法令  

学習指導要領  

県教育方針  

長崎大学教育方針  

県教育振興計画  

子どもの実態  

地域の実態  

保護者の願い  

教職員の願い  

目指す学校の姿  

「『らしさ』輝く附属小」  
・笑顔があふれる学校  

・心がつながる学校  

・挑戦を楽しむ学校  

目指す教師の姿  

○子どもを信じきる教師  

○認め・寄り添い・磨き合う教師  

○臆せず挑み続ける教師  

「たい」を育む教育  

たくましい子  かしこい子  やさしい子  

自分を律し暮らしをつくる  
「挑戦を楽しむ学校」  

～臆せず挑み続ける教師と共に～  

学びを生かし創造する  
「笑顔があふれる学校」  

～子どもを信じきる教師と共に～  

心をつなぎ協働する  
「心がつながる学校」  

～認め・寄り添い・磨き合う教師と共に～  

   

本校の教育目標  

適切な自己選択・自己決定で、  

よりよく「自己実現」できる子どもの育成  

少しの努力を積み重ねる  
「1.01」プラン  

重
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自
律
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向
上
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ラ
ン
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①
約
束
、
き
ま
り
、
マ
ナ
ー
の
遵
守
に
つ
な
が
る
、
日
常
の
か
か
わ
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②
体
力
向
上
に
向
け
た
、
学
び
と
遊
び
の
工
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③
「
長
崎
と
健
康
」
を
意
識
し
た
、
食
育
へ
の
子
ど
も
参
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【
創
造
力
向
上
プ
ラ
ン
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①
二
つ
の
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
、
学
び
の
開
発
・
実
践
・
発
信
・
貢
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②
複
式
教
育
の
充
実
と
、
複
式
の
取
組
を
転
用
し
た
自
律
的
な
学
び
の
発
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③
子
ど
も
の
主
体
性
と
発
想
を
生
か
し
た
、
特
別
活
動
の
充
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【
協
働
力
向
上
プ
ラ
ン
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①
心
が
つ
な
が
る
、
「
適
切
な
あ
い
さ
つ
力
」
の
向
上 

 

②
共
有
と
連
携
で
、
迅
速
に
対
応
す
る
生
徒
指
導 

 
 

③
寛
容
さ
を
育
む
、
道
徳
教
育
の
充
実 

 

 

附属小マスコット  

今年度のキーワード  
「自律」  

 


